
PL&YING TILE ZoNES （ゾーンを理解したプレーを） 

自著「マキシマム・テニス：オンコートの能力を弓き出す10 の秘訣」より 

ニック・サビアノ 

混乱を招くので、実際にはコートをこのように（図1）全部区切る必要はありません。練習の都度、あ 

るゾーンだけに集中するようにすればよいのです。まず、「コントロール・センター」を例にとってみま 

しょう。練習の時に、そのエリア（ゴム製のターゲットがあれば、より分かり易いでしょう。）に弾むポ 

ールに注意をしてみると、どれだけ攻撃できるチャンスがあるかということに気がつくでしよう。そして、 

より適切なショットセレクションができるようになるでしょう。逆に言えば、あなたは相手の「コントロ 

ール・センター」を避けて打つようにすればよいのです。 
' 

ポールがどのゾーンに弾むのかを早く認識することにより、どんなショットを打ったら良いかを早く決 

定することができます。その結果、ミスの率も低くなるのです。良い結果を得られるようになるだけでな 

く、ゲームがより楽しくなります。 
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こんなミスが良くあるでしょう。ネット近くに弾んだボー 

ルを打ちに行って、打球をネットに打ち込んでしまうとか、 

ベースラインを大きく割ってしまう。あるいは、サービス 

ラインの手前60 夢くらいのコート中央付近に弾んだボー 

ルなのに、攻撃をしない。また、ベースライン近くに弾ん 

だボールを、エースを狙って強打して失敗する、等々。 

これらは、ボールがコートのどのエリアに弾んでいるの 

かをあまり気にしていないことが原因です。彼らの選んだ 

打ち方は、コートポジションを考えると不適切であったり、 

状況的に無謀であり無理があるものでした。その結果、ポ 

イントを主導できるチャンスを逃してしまったのです。 

こういった過ちは、クラブプレーヤーに限ったことでは 

ありま廿ん。多くの若手のトッププロは同様な過ちを犯しているのです。皆さんがより適切なショットセ 

レクションができるようになるために、また、何時がチャンスなのかを認識できるようになるために、コ 

ートをいくつかのゾーンに区切って説明します。 
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【ニュートラル／ビルディング・ゾーン】（図2) 

ベースラインの内側1.5メートルくらいまでのエリアです。ここからはウィナー 

を狙いません。つないで様子を見るか、相手の弱点にボールを集め（ビルディングシ 

ョット）、弱い返球を誘って攻撃につなげることを試みるエリアです。 
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【ハイト・ゾーン】（図3) 

サービスラインの内側約1 

メートル前後の所からネットま 

でのエリアです。ここで最も重 

要な要素は、追いついたときの 

ボールの高さです。ネットより 

も高いところで打てるのであれ 

ば「攻撃」、ネットの高さかそ 
一園3・ 

れよりも少し低い場合には、その次のショットで 

ポイントを決めにいけるような処理（ビルディン 

グショット）をするのです。ネットよりもずっと 

低い場合には、取りあえずつなぐ（ニュートラJレ 

ショット）ことを考えましよう。そして、ボーJレ 

にやっと追いついたような場合は「防御」（安全 

に返す）です。 

プレー中に短いボールが来たときには、追 

いついたときにどの高さで処理できるかを早 

く認識することです。そして、それにあった 

ショットセレクションを行うのです。こうす 

れば、ぎりぎりで不適切なショットの選択を 
, 

することはなくなるでしよう。 

【コントロール・センター】（図4) 

コート中央のエリアです。縦 

は、サービスラインの少し内側 

からベースラインの内側1.5メ 

ートルくらい迄、横は、センタ 

ーラインの左右それぞれ1.5メ 

ートルのエリアです。このこ］ニリ 

アに弾んだボールに対しては、 
・図4 

ポイントを取りに行くか、攻撃を仕掛けるべきで 

す。打点の高さや相手の打球の意さを考えあわせ 

た上での選択であるべきですが、一般的にこのエ 

リアにボールが来たら、攻撃を仕掛けるべきです。 

【クリエイティブ・ゾーン】（図5) 

コントロール・センターの左 

右のエリアです。このエリアに 

甘いボールが来たら考えたショ 

ット （ダウン・ザ・ライン、深 

いクロスコート、コートに空き 

を作るための角度のあるショッ 

ト等、相手を苦しめるショッ 1 図5. 
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ト） を打ちましょう。どれをとっても、次のショ 

ットでポイントを決められる状態に入れます。 
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